この 農園の すももの かきね は い つ ぱいに 青 じろ い 花 

をつ けて います。 

りっぱ ぎょくずい おきもの めぐ 

雲 は 光って 立派な 玉髄の 置物です。 四方の 空を繞 

リ ま ^9 

すももの かきねの はずれから 一 人の 洋傘 直しが 荷物 

みどり しょうへき そ 

をし よって、 この 月光 を ちりばめた 緑の 障壁に 沿つ 

て やって来ます。 

てくてく あるいて くる その 黒い 細い 脚 はたし かに 鹿 

に i: ています。 そして 日が 照って いるた めに 荷物の 上 

あるへ いとう 

に かざされた 赤 白 だんだら の 小さな 洋傘 は 有平糖で で 

きて るよう に 思われます。 



(洋傘 直し、 洋傘 直し、 なぜそう ちらちら かきねの す 

きから 農園の 中 をの ぞくの か。) 

そして てくてく やって来ます。 有平糖の その 洋傘 は 

ま て 

いよいよ ひかり 洋傘 直しの その 顔 はいよ いよ 熱って 

笑って います。 

(洋傘 直し、 洋傘 直し、 なぜ 農園の 入口で おまえ はき 

まが しごと 

くつと 曲る のか。 農園の 中な どに おまえの 仕事 は ある 

まいよ。) 

ようがさ のうえん 

洋傘 直し は 農園の 中へ 入ります。 しめった 五月の 黒 

つちに チュウリップ は 無雑 作に 並べて 植えられ、 一め 

んに 咲き、 かすかに かすかに ゆらいで います。 



あせ 

(洋傘 直し、 洋傘 直し。 荷物 をお ろし、 おまえ は 汗 を 

拭いて いる。 そこらに 立って しばらく 花 を 見ようと い 

うの か。 そうでないなら そこらに 立って いけない よ。) 

えんてい うわぎ そで ひた い あせ ふ 

園丁が こて を さげて 青い 上着の 袖で 額 の 汗 を 拭き 

ながら 向う の 黒い 独乙 唐檜の 茂みの 中から 出て 来ます。 

「何の ご用です かご 

「私 は 洋傘 直しです が 何 かご 用はありません か。 若し 

はさみ と 

また 何 か 鋏 でも 研ぐ のが ぁリ ましたら そちらの ほう 

もいた します ご 

ちょっと ま しゅじん 

「ああそう です か。 一 寸 お待ちなさい。 主人に 聞いて 

あげましょう ご 



ようがさ う と ひら は あらた 

洋傘 直し は それ を 受け取って 開いて 刃 をよ く 改め 

ま ^9 

「これ は どこで お買いに なりました ご 

「貰つ たんです よご 

「研ぎます かご 

「ええ。」 

「それじゃ 研いで おきましょう ご 

「すぐ 来ます からね、 じきに 三時の やすみで すご 園丁 

わら とうひ 

は 笑って 光って また 唐 槍の 中にはい リ ます。 

太陽 はい ま はすつ かリ 午睡の あとの 光の もや を 払い 

さんみゃく 

ましたので 山脈 も 青く かがやき、 さっきまで 雲に ま 



しかざん トルコ だま 

ぎれ て わからな か つ た 雪の 死火山 も は つ きり 土 耳 古 玉 

の そらに 浮き あがりました。 

あわ ど ちょっと 

洋傘 直し は 引き出しから 合せ 砥を 出し 一 寸水を かけ 

なめ ね 

黒い 滑らかな 石で しずかに 練り はじめます。 それから 

パチッ と 石 をと ります。 

(おお、 洋傘 直し、 洋傘 直し、 なぜ その 石 を そんなに 

眼の 近くまで 持って行って じつ となが めて いるの だ。 

けしき か 

石に 景色が 描いて あるの か。 あの、 黒い 山が むくむ く 

重なり、 その 向う に は 定めない 雲が 翔け、 渓の水 は 風 

かる いくほん け わ がけ ま 

より 軽く 幾 本の 木 は 険しい 崖から からだ を 曲げて 空に 

むか めん 

向う、 あの 景色が 石の 滑らかな面に 描いて あるの か。) 



畑の 方へ 五、 六 歩 寄ります。 

しま とうひ 

主人ら しい 人の 縞の シャツが 唐 槍の 向う で チラ ッと 

します。 園丁 は そっち を 見 かすかに 笑い 何 か 云い かけ 

ようとし ます。 

ゆび 

けれども シャツ は 見えな くな リ、 園丁 は 花 を 指さし 

ま ^9 

「ね、 此の 黄と 橙 の 大きな 斑 は アメリカから 直 かに 

取りました。 こちらの 黄 いろは 見て いると 額が 痛く 

なる でしよう。」 

「ええ。」 

ぶち むかし かいぞく 

「この 赤と 白の 斑 は 私 はいつ でも 昔 の 海賊の チヨ ッ 



キ のよう な 気がす るんで すよ。 ね。 

それから これ はまつ 赤な^: 一 一重の コップでしょう。 

ゆうめい 

この 花びら は 半 ぶん すきとおつ ている ので 大 へん 有名 

きゅう ほ 

です。 ですから こいつの 球 はずい ぶんみん なで 欲し 

力 リます 」 

まった りっぱ うご 

「ええ、 全く 立派です。 赤い 花 は 風で 動いて いる 時 

よりも じ つ としてい る 時の ほうがいい ようです ね ご 

ちょ つ と 

「そうです。 そうです。 そして 一寸 あいつ を ごらんな 

さい。 ね。 そら、 その 黄い ろの 隣り の あいつで すご 

「あの 小さな 白い のです かご 

「そうです、 あれ は 此処で は 一番 大切な のです。 まあ 



しばらく じっと見 詰めて ごらんなさい。 どうです、 形 

のい いこと は， 1 等で しょうご 

ようがさ 

洋傘 直し はしば らく その 花に 見入ります。 そして だ 

ま つて. （ ^ ま V ま 19 

しず みどリ え かす 

「ずいぶん 寂 かな 緑の 柄でしょう。 風に ゆらいで 微 

かに 光って いるよう です。 いかにも その 柄が 風に 靱っ 

ている ようです。 けれども 実は 少しも 動いて おり ませ 

ふ し ぎ 

ん。 それに あの 白い 小さな 花 は 何 か 不思議な 合図 を 空 

に 送って いるよう にあな たに は 思われません かご 

さけ 

洋傘 直し はいきな り 高く 叫びます。 

「ああ、 そうです、 そうです、 見えました。 



けれども 何だか 空の ひばりの 羽の 動かしよ うが、 い 

ちょ-つし 

や 鳴きよう が、 さっきと 調子 を ちがえて きたで はあり 

ません かご 

「そうでしょう とも、 それです から、 ごらんなさい。 

さかずき じょうき 

あの 花の 盃 の 中から ぎらぎら 光って すき とおる 蒸気 

ちょうど さとう とか 

が 丁度 水へ 砂糖 を 溶した ときの ように ユラ ユラ ユラ ュ 

のぼ 

ラ 空へ 昇って 行く でしよう ご 

フ え * ス * え、 え そ、 ゥてす 」 

「そして、 そら、 光が 湧いて いるでしょう。 おお、 湧 

さかずき 

き あがる、 湧き あがる、 花の 盃 を あふれて ひろが リ 

湧き あがり ひろがり ひろがりもう 青ぞ らも 光の 波で 一 



つ びんづめ 

「立派です ね。 チュウリップ 酒で 漬けた 瓶詰です。 し 

かし 一体 ひば リは どこまで 逃げた でしよう。 どこまで 

逃げて 行った のか しら。 自分で 斯んな 光の 波 を 起して 

き ど 

おいて あと は どこかへ 逃げる と は 気取って やが る。 あ 

ん まり 気取って やが る、 畜生 ご 

「まったく そうです。 こら、 ひばりめ、 降りて 来い。 

はは あ、 やつ、 溶けた な。 こんなに 雲 もない 空に かく 

れ るなん てで きない はず だ。 溶けた のです よご 

「いいえ、 あいつの 歌なら、 あの 甘ったるい 歌なら、 

さっきから 光の 中に 溶けて いました が ひばり はま さか 

まね 

溶けますまい。 溶けた としたら その.^ さな 骨を问 かの 



「どれです か。 ああ あれです か。 いいえ、 あいつ は 

つばい もも はたんきょう じょうず 

油 桃です。 やっぱり 巴 丹 杏 やまる めろ の 歌 は 上手で 

なかま 

す。 どうです。 行って 仲間に はいりましょう か。 行き 

ましょう。」 

「行きましょう。 おおい。 おいら も 仲間に 入れろ。 % 

ちくしょう 

い、 畜生 ご 

「どうかな さ つ た のです か。 」 

「眼 を やられました。 どいつ かに ひどく 引つ 搔 かれた 

のです ご 

ぜんたい だ め まんぞく 

「そうでしょう。 全体 駄目です。 どいつ も 満足の 手の 

まね 

ある やつはありません。 みんな ガリ ガリ 骨ば かり、 お 
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